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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　不燃性を有するアルコキシシランまたはシロキサンを主成分とするシランカップリング

剤である湿気で硬化する液剤と、粒度0 . 0 5 m m～ 0 . 2 m mの珪砂とが、少なくとも含有されて

いることを特徴とするコンクリート構造体のモルタル状下地材。

【請求項２】

　液剤に無機顔料が含有されていることを特徴とする請求項１に記載のコンクリート構造

体のモルタル状下地材。

【請求項３】

請求項１または請求項２記載のコンクリート構造体のモルタル状下地材と表面材との間に

介在される網状体の接着剤として不燃性および硬化性を有するアルコキシシランまたはシ

ロキサンを主成分とするシランカップリング剤である湿気で硬化する液剤と珪砂とが、少

なくとも含有されている塗布材を塗布することを特徴とするコンクリート構造体塗布方法

。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、トンネルや橋桁、各種建築物等のコンクリート構造体の塗布材およびその塗

布方法に関する。

【背景技術】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ト ン ネ ル や 橋 桁 、 各 種 建 築 物 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 体 は 、 経 年 劣 化 等 に よ る コ ン ク リ ー

ト や 仕 上 げ 材 の 剥 落 事 故 を 防 止 す る た め 、 現 在 、 ５ 年 に 一 度 の 目 視 検 査 が 義 務 化 さ れ て い

る 。

　 目 視 検 査 に よ っ て 発 見 さ れ た ひ び 割 れ 部 分 や 膨 張 部 分 、 さ ら に は 剥 落 部 分 等 の 補 修 対 象

部 分 に モ ル タ ル 系 の 塗 布 材 を 塗 布 し て 補 修 し て い る 。

　 モ ル タ ル 系 の 塗 布 材 は 、 通 常 の モ ル タ ル 、 ポ リ マ ー モ ル タ ル 、 樹 脂 系 モ ル タ ル が 一 般 的

的 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 前 述 の 各 種 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 に お い て は 、 コ ン ク リ ー ト 片 や 仕 上 げ 材 片 が 小 さ な も の

で あ っ て も 、 剥 落 が 生 じ た 場 合 に は 、 大 事 故 に な り か ね な い と い う 懸 念 が あ る 。

　 こ の た め 、 よ り 強 い 補 修 構 造 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 網 状 体 を 補

修 対 象 部 分 に 貼 り 付 け た 構 造 が 提 案 さ れ て い る 。

　 こ の 構 造 は 、 補 修 対 象 部 分 の 表 面 に ア ク リ ル 樹 脂 を 下 地 材 と し て 下 塗 り し 、 下 塗 り さ れ

た ア ク リ ル 樹 脂 に 網 状 体 を 貼 り 付 け 、 さ ら に 、 網 状 体 の 表 面 に ア ク リ ル 樹 脂 を 表 面 材 と し

て 上 塗 り し た も の で あ り 、 こ の ア ク リ ル 樹 脂 を 接 着 剤 と し て 、 網 状 体 を 補 修 対 象 部 分 に 貼

り 付 け る こ と で 、 強 固 な 補 修 構 造 を 構 築 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ４ １ ２ ７ ５ ５ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 の 補 修 構 造 に お け る 塗 布 材 は 、 可 燃 性 の ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て

い る た め 、 ト ン ネ ル 内 で 自 動 車 事 故 に よ る 火 災 が 発 生 し た と き に 、 ト ン ネ ル の 表 面 に 構 築

さ れ た 補 修 構 造 の ア ク リ ル 層 に 燃 え 移 り 、 火 災 の 被 害 が 拡 大 し て し ま う と い う お そ れ が あ

る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の た め 、 ア ク リ ル 樹 脂 に 換 え て 、 前 述 の 通 常 の モ ル タ ル 、 ポ リ マ ー モ ル タ ル 、 樹 脂 系

モ ル タ ル を 使 用 す る

　 し か し な が ら 、 通 常 の モ ル タ ル は 、 砂 と セ メ ン ト を 水 で 混 合 し て な る も の で あ る た め 不

燃 性 を 有 す る も の で あ る が 、 接 着 力 や 耐 久 性 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。

　 ま た 、 ポ リ マ ー モ ル タ ル は 、 含 有 さ れ る ポ リ マ ー に 有 機 材 (合 成 樹 脂 系 材 や ゴ ム 系 材 )が

用 い ら れ て い る た め 、 火 災 時 に 有 機 材 に 着 火 し て 燃 え て し ま う と い う 問 題 が あ る 。

　 ま た 、 樹 脂 系 モ ル タ ル は 、 接 着 力 が 高 く 、 難 燃 性 を 有 し て い る が 、 含 ま れ る 有 機 系 材 料

に よ っ て 火 災 時 に 可 燃 性 ガ ス が 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。

　 ま た 、 通 常 の モ ル タ ル ・ ポ リ マ ー モ ル タ ル な ど は 、 単 独 で は 、 水 ・ エ ア ー の 浸 入 を 防 ぐ

よ う な 塗 膜 を 構 築 で き な い た め 、 さ ら に 、 水 ・ エ ア ー の 浸 入 を 防 止 す る た め の 塗 料 を 塗 布

す る 必 要 が あ り 、 補 修 構 造 を 構 築 す る 作 業 の 効 率 性 が 低 く な る と い う 問 題 が あ る 。

　 こ れ ら の 問 題 は 、 補 修 対 象 部 分 に 、 通 常 の モ ル タ ル 、 ポ リ マ ー モ ル タ ル 、 樹 脂 系 モ ル タ

ル を 直 接 塗 布 し て 補 修 構 造 を 構 築 す る 場 合 で も 同 じ く 生 じ る も の で あ る 。

　 ま た 、 前 述 し た 各 種 塗 布 材 は 、 補 修 材 以 外 に も 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表 面 の 保 護 材 と

し て 使 用 す る が 、 通 常 の モ ル タ ル 、 ポ リ マ ー モ ル タ ル 、 樹 脂 系 モ ル タ ル を 用 い る こ と に よ

っ て 、 同 じ 問 題 が 生 じ る も の で る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の こ と か ら 、 高 い 不 燃 性 お よ び 耐 久 性 を 有 す る と 共 に 、 延 焼 や 可 燃 性 ガ ス が 生 じ ず 、

か つ コ ン ク リ ー ト 構 造 体 を 長 期 的 に 保 護 で き 、 さ ら に 、 塗 布 作 業 の 効 率 性 に 優 れ た コ ン ク

リ ー ト 構 造 体 の 塗 布 材 が 望 ま れ て い た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 塗 布 材 は 、 不 燃 性 お よ び 硬 化

性 を 有 す る 液 剤 と 、 無 機 細 粒 材 と が 、 少 な く と も 含 有 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 液 剤 に 無 機 顔 料 が 含 有 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 液 剤 が シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 、 ア ル コ キ シ シ ラ ン ま た は シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と す る も の で あ

る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 無 機 細 粒 材 は 、 人 造 珪 砂 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 前 述 の コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 塗 布 材 を 用 い た 塗 布 方 法 で あ っ て 、 塗 布 材 を 下 地 材 お よ び

表 面 材 と し て 塗 布 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 塗 布 材 を 、 下 地 材 と 表 面 材 と の 間 に 介 在 さ れ る 網 状 体 の 接 着 剤 と し て 塗 布 す る こ と を 特

徴 と す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） ～ (ｄ )は 、 本 発 明 に 係 る 塗 布 材 を 用 い た 第 １ 実 施 形 態 の 塗 布 方 法 の 工 程 図

で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 塗 布 材 を 用 い て 補 修 さ れ た コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 補 修 構 造 を 示 す 概

略 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 塗 布 材 を 用 い た 第 ２ 実 施 形 態 の 塗 布 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 塗 布 材 を 用 い て 保 護 さ れ た コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 保 護 構 造 を 示 す 概

略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 塗 布 材 を 説 明 す る 。

　 塗 布 材 は 、 不 燃 性 お よ び 硬 化 性 を 有 す る 液 剤 に 無 機 細 粒 材 を 混 合 し 、 こ れ ら 液 剤 と 無 機

細 粒 材 と を 撹 拌 し た も の で あ る 。

　 液 剤 は 、 必 要 に 応 じ て 、 無 機 顔 料 を 混 合 す る こ と で 、 塗 布 後 の コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表

面 に 彩 色 を 施 す こ と が で き る 。

　 不 燃 性 お よ び 硬 化 性 な ら び に 透 過 性 を 有 す る 塗 布 材 は 、 ア ル コ キ シ シ ラ ン ま た は シ ロ キ

サ ン を 主 成 分 と す る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 で あ る 。

　 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 と 同 等 以 上 の 接 着 性 を 有 す る も の で あ り 、

さ ら に 、 不 燃 性 お よ び 空 気 に 触 れ る こ と で 硬 化 す る 性 質 を 有 し 、 し か も 、 水 や 空 気 の 浸 透

防 止 機 能 を 有 し た 粘 性 液 で あ り 、 硬 化 後 に は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表 面 に 強 固 に 接 着 さ

れ る と 共 に 、 不 燃 と な り 、 か つ 水 や 空 気 の 浸 透 が 防 止 さ れ た 塗 膜 と な る 。

　 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 無 機 細 粒 材 を 混 合 し て 撹 拌 し た と き 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の

表 面 に 塗 り や す く 、 た れ が 生 じ い に く い 粘 性 を 有 す る モ ル タ ル 状 の 塗 布 材 と な る 。

　 な お 、 塗 布 材 は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 に 限 ら ず 、 不 燃 性 お よ び 空 気 に 触 れ る こ と で 硬

化 す る 性 質 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 無 機 細 粒 材 は 、 砂 や 珪 砂 を 使 用 す る こ と が で き る が 、 好 ま し く は 、 人 造 の 珪 砂 （ 人 造 珪

砂 ） で あ る 。

　 人 造 珪 砂 は 、 珪 石 を 粉 砕 ・ 篩 分 け ・ 分 級 ・ 磨 鉱 ・ 磁 選 の 工 程 に よ り 、 粒 径 が 均 一 に 加 工

さ れ た も の で あ り 、 硅 酸 分 が 高 い た め 、 耐 熱 性 、 耐 火 度 が 高 く 、 耐 磨 耗 、 耐 衝 撃 に 強 い と

い う 性 質 を 有 し て い る 。
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　 ま た 、 人 造 珪 砂 は 、 ３ 号 硅 砂 か ら ９ 号 硅 砂 ま で 、 粒 度 ご と の 規 格 に よ っ て 分 け ら れ て い

る た め 、 目 的 に 応 じ た 号 数 の 珪 砂 を 安 定 し て 入 手 で き る 。

　 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 塗 布 材 に 使 用 さ れ る 人 造 珪 砂 の 粒 度 は 、 0 . 0 5 m m ～ 0 . 2 m m 程 度 の 粒

度 が 好 ま し く 、 人 造 珪 砂 に お い て は 、 ８ 号 珪 砂 に 相 当 す る 粒 度 で あ る 。

　 こ の 粒 度 の 人 造 珪 砂 を 用 い た 塗 布 材 は 、 塗 り や す く 、 し か も た れ が 生 じ に く く 、 塗 布 作

業 を 効 率 よ く 行 え る モ ル タ ル 状 の も の と な る 。

　 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表 面 へ の 塗 布 時 に 、 表 面 が 滑 ら か な 均 一 塗 膜 を 形 成 す る

こ と が で き 、 硬 化 後 に は 強 固 な 補 修 構 造 お よ び 保 護 構 造 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 従 来 の よ う に 、 下 地 材 に ポ リ マ ー モ ル タ ル を 使 用 し 、 表 面 材 に 樹 脂 系 モ ル タ ル を 使 用 す

る 場 合 、 下 地 材 が 乾 く ま で 表 面 材 の 樹 脂 系 モ ル タ ル を 上 塗 り で き ず 、 し か も 、 表 面 材 が 乾

く ま で 水 ・ エ ア ー の 浸 入 を 防 止 す る た め の 塗 料 を 塗 る こ と が で き な い 。

　 ポ リ マ ー モ ル タ ル お よ び 樹 脂 系 モ ル タ ル が 乾 燥 す る ま で 、 ３ ～ ７ 日 間 程 度 か か る た め 、

作 業 日 数 が か か っ て し ま う 。

　 本 実 施 形 態 の 塗 布 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 補 修 部 分 の 下 地 材 お よ び 表 面 材 な ら び に

下 地 材 と 表 面 材 の 間 に 介 在 さ れ る 網 状 体 の 接 着 剤 と し て 使 用 で き る の で 、 そ れ ぞ れ の 塗 布

作 業 に つ い て 乾 燥 を 待 た ず に 、 下 地 材 お よ び 表 面 材 な ら び に 下 地 材 と 表 面 材 の 間 に 介 在 さ

れ る 網 状 体 の 接 着 剤 の 塗 布 作 業 を 行 う こ と が で き る 。

　 ま た 、 水 や 空 気 の 浸 透 が 防 止 さ れ た 塗 膜 と な る の で 、 水 ・ エ ア ー の 浸 入 を 防 止 す る た め

の 塗 料 の 塗 布 作 業 が 不 要 で あ る 。

　 し た が っ て 、 す べ て 無 機 材 料 を 用 い た 塗 布 材 は 、 高 い 不 燃 性 お よ び 耐 久 性 を 有 し 、 可 燃

性 ガ ス が 生 じ ず 、 し か も 水 や 空 気 の 浸 透 が 防 止 さ れ た 補 修 構 造 お よ び 保 護 構 造 を 効 率 的 に

構 築 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表 面 の 補 修 対 象 部 分 を ケ レ ン な ど の 表 面 処 理 を 行 う と 、 補 修 対 象

部 分 を 含 む 周 辺 の コ ン ク リ ー ト 表 面 が 荒 れ て 凹 凸 が 発 生 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 塗 布 材 は 、 網 状 体 の 使 用 ・ 不 使 用 に か か わ ら ず 、 凹 凸 を 埋 め て コ ン ク リ ー

ト 表 面 を 滑 ら か な 塗 装 面 に す る 下 地 材 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 布 材 は 、 補 修 の 必 要 が な い 新 規 の コ ン ク リ ー ト 構 造 体 の 表 面 を 滑 ら か な 塗 装 面

に す る 下 地 材 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。

　 塗 布 材 を 下 地 材 と し て 使 用 し て 滑 ら か な 塗 装 面 を 下 地 層 と し 、 こ の 下 地 層 に 下 地 材 に 用

い た 塗 布 材 に 無 機 顔 料 で 着 色 さ れ た 塗 布 材 を 表 面 材 と し て 上 塗 り す る こ と で 、 表 面 層 を 仕

上 げ る こ と が で き る 。

　 塗 布 材 の 無 機 顔 料 の 色 は 、 周 り の コ ン ク リ ー ト 色 に 合 わ せ る こ と で 、 補 修 さ れ た 部 位 を

目 立 た せ な い よ う に す る こ と が で き る し 、 異 な る 色 に し て カ ラ フ ル な 外 観 に す る こ と も で

き 、 い ず れ も 外 観 の 意 匠 性 の 向 上 が 期 待 で き る 。

　 網 状 体 を 使 用 し な い 場 合 、 塗 布 材 を 直 接 表 面 材 と し て 塗 布 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 次 に 、 前 述 の 塗 布 材 を 用 い た 塗 布 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 、 図 １ (ａ )～ (ｄ )を 参 照 し な が

ら 説 明 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 塗 布 方 法 は 、 ク ラ ッ ク （ 補 修 対 象 部 分 ） １ ０ ０ が 生 じ た コ ン ク リ ー ト 構 造

体 １ の 補 修 構 造 ３ に 用 い ら れ る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ こ で 用 い ら れ る 塗 布 材 は 、 下 地 層 １ Ａ お よ び 網 状 体 を 接 着 す る 接 着 層 １ Ｂ な ら び に 表

面 層 １ Ｃ を 構 成 す る も の で あ る 。

　 下 地 層 １ Ａ お よ び 接 着 層 １ Ｂ を 構 成 す る 塗 布 材 Ａ は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 と 人 造 珪 砂

と を 混 合 撹 拌 し た も の が 用 い ら れ る 。

　 表 面 層 １ Ｃ を 構 成 す る 塗 布 材 Ｂ は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 お よ び 人 造 珪 砂 に 加 え て 無 機

顔 料 を 混 合 撹 拌 し た も の が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 塗 布 材 Ａ 、 Ｂ は 、 現 場 に お い て 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 に 人 造 珪 砂 を 混 合 撹 拌 し て モ ル

タ ル 状 に 調 整 し 、 さ ら に 無 機 顔 料 を 混 合 撹 拌 し て 着 色 さ れ た モ ル タ ル 状 に 調 整 す る こ と が

で き る 。

　 ま た 、 塗 布 材 Ａ は 、 工 場 で シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 に 人 造 珪 砂 を 混 合 撹 拌 し て モ ル タ ル 状

に 調 整 し て 密 閉 容 器 に 入 れ 、 こ の 密 閉 容 器 を 現 場 に も っ て い け ば 、 現 場 で の 塗 布 材 Ａ の 調

整 を 省 く こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 布 材 Ｂ は 、 工 場 で シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 に 人 造 珪 砂 お よ び 無 機 顔 料 を 混 合 撹 拌

し て モ ル タ ル 状 に 調 整 し て 密 閉 容 器 に 入 れ 、 こ の 密 閉 容 器 を 現 場 に も っ て い け ば 、 現 場 で

の 塗 布 材 Ｂ の 調 整 を 省 く こ と が で き る 。

　 塗 布 材 Ａ 、 Ｂ は 、 湿 気 反 応 で 硬 化 す る た め 、 密 閉 す る こ と で 反 応 せ ず 、 長 期 に わ た っ て

保 存 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 布 材 Ｂ は 、 密 閉 容 器 に 入 れ た 塗 布 材 Ａ に 、 現 場 に お い て 無 機 顔 料 を 混 合 撹 拌 し

て 着 色 さ れ た モ ル タ ル 状 に 調 整 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ こ で 用 い ら れ る 網 状 体 ２ は 、 細 い ガ ラ ス 繊 維 ま た は カ ー ボ ン 繊 維 、 あ る い は 金 属 繊 維

を 多 数 束 ね て な る 糸 を 織 る こ と で 網 状 に 形 成 さ れ た も の 、 あ る い は 、 ガ ラ ス 繊 維 シ ー ト ま

た は カ ー ボ ン 繊 維 シ ー ト 、 あ る い は 薄 い 金 属 板 を 成 形 型 に よ っ て 網 状 に 成 形 さ れ た 成 型 品

を 使 用 す る こ と が で き る 。 　

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 第 1工 程 (下 塗 り 工 程 (図 １ (ａ ))： コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 １ ０ の ク ラ ッ ク １ ０ ０ 部

分 を 被 覆 す る よ う に 、 前 述 し た 本 発 明 の モ ル タ ル 状 に 調 整 さ れ た 塗 布 材 Ａ を 下 地 材 と し て

塗 布 し て 下 地 層 １ Ａ を 形 成 す る 。

　 塗 布 材 Ａ は 、 コ テ を 用 い て 薄 塗 り し 、 表 面 １ ０ の ク ラ ッ ク １ ０ ０ を 含 む 凹 凸 等 を 無 く し

て 滑 ら か な 面 に す る こ と で 、 プ ラ イ マ ー と し て 機 能 さ せ て い る 。

　 ま た 、 塗 布 さ れ る 塗 布 材 Ａ の 一 部 は 、 ク ラ ッ ク １ ０ ０ に 入 り 込 み 、 ク ラ ッ ク １ ０ ０ を 埋

め る よ う に さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 第 ２ 工 程 (網 状 体 被 着 工 程 (図 １ (ｂ ))： 下 地 層 １ Ａ が 乾 燥 し て 硬 化 す る 前 に 、 網 状 体 ２

を 下 地 層 １ Ａ の 表 面 に 被 着 す る 。

　 こ の と き 、 網 状 体 ２ が 折 れ 曲 が っ た り に し わ が 生 じ た り し な い よ う に 被 着 す る が 、 前 述

の 下 塗 り 工 程 に よ っ て 、 下 地 層 １ Ａ を 平 滑 に し て い る の で 、 網 状 体 ２ の 被 着 作 業 が 行 い や

す く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 ３ 工 程 (網 状 体 保 持 工 程 (図 １ (ｃ ))： 網 状 体 ２ の 被 着 状 態 を 確 実 な も の と す る た め に

、 下 地 層 １ Ａ が 乾 燥 し て 硬 化 す る 前 に 、 網 状 体 ２ の 表 面 側 か ら コ テ で も っ て 塗 布 材 Ａ を 塗

布 す る 。

　 こ れ に よ っ て 、 塗 布 材 Ａ を 網 状 体 ２ の 網 目 を 貫 通 さ せ る と 共 に 、 網 状 体 ２ を 囲 む よ う に

含 侵 さ せ る こ と で 、 含 侵 し た 塗 布 材 Ａ 部 分 に お い て 接 着 層 １ Ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 接 着 層 １

Ｂ に よ っ て 、 網 状 体 ２ を 所 定 形 状 で 保 持 す る こ と が で き る 。

　 接 着 層 １ Ｂ の 塗 布 材 Ａ は 、 そ の 塗 布 後 の 硬 化 時 に お い て 下 地 層 １ Ａ の 塗 布 材 Ａ と 一 体 化

さ れ て 強 固 に 保 持 さ れ る 。

　 な お 、 下 地 層 １ Ａ の 厚 み に よ っ て は 、 こ の 工 程 は 省 略 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 第 ４ 工 程 ： (上 塗 り 工 程 (図 １ (ｄ ))： 接 着 層 １ Ｂ が 乾 燥 し て 硬 化 す る 前 に 、 接 着 層 １ Ｂ

の 表 面 に 着 色 さ れ た 塗 布 材 Ｂ を コ テ で も っ て 塗 布 す る 。

　 こ れ に よ っ て 、 着 色 さ れ た 表 面 層 １ Ｃ を 構 成 す る こ と が で き る 。

　 こ の 上 塗 り 工 程 で は 、 塗 布 材 Ｂ が 接 着 層 １ Ｂ の 塗 布 材 Ａ と 混 合 さ れ な い よ う に 塗 布 し て

、 着 色 状 態 が 損 な わ れ な い よ う に す る 。

　 表 面 層 １ Ｃ の 塗 布 材 Ｂ は 、 そ の 塗 布 後 の 硬 化 時 に お い て 接 着 層 １ Ｂ の 塗 布 材 Ａ と 一 体 化

さ れ る 。
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　 表 面 層 １ Ｃ は 、 無 機 顔 料 が 混 合 さ れ な い 塗 布 材 Ａ を 用 い て も よ く 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体

１ の 状 況 に 合 わ せ て 、 塗 布 材 Ａ を 用 い る か 、 塗 布 材 Ｂ を 用 い る か を 決 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の よ う な 補 修 方 法 に よ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 側 か ら コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表

面 １ ０ の ク ラ ッ ク １ ０ ０ が 隠 さ れ て い る と 共 に 、 着 色 が 施 さ れ た 補 修 構 造 ３ を 構 築 す る こ

と が で き る 。

　 着 色 さ れ た 表 面 層 １ Ｃ は 、 無 機 顔 料 を 用 い て い る の で 、 補 修 構 造 ３ に お け る 不 燃 性 を 損

ね る こ と が な く 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 １ ０ を 着 色 塗 料 を 用 い ず に 着 色 す る こ と が

で き る 。

　 ま た 、 下 地 層 １ Ａ と 表 面 層 １ Ｃ と の 間 に 網 状 体 ２ が 介 在 さ れ て い る の で 、 コ ン ク リ ー ト

構 造 体 １ を 補 強 す る こ と が で き る と 共 に 、 剥 落 し よ う と す る コ ン ク リ ー ト 片 を 網 状 体 ２ で

保 持 す る こ と が で き 、 補 修 構 造 ３ を よ り 強 固 に 構 築 す る こ と が で き る 。

　 し た が っ て 、 コ ン ク リ ー ト 片 や 仕 上 げ 材 片 の 剥 落 を 防 止 し た 上 で 、 高 い 不 燃 性 お よ び 耐

久 性 を 有 し 、 可 燃 性 ガ ス が 生 じ ず 、 し か も 水 や 空 気 の 浸 透 が 防 止 さ れ た 補 修 構 造 ３ を 効 率

的 に 構 築 で き る 。

　 こ れ に よ っ て 、 ト ン ネ ル 内 で 自 動 車 事 故 に よ る 火 災 が 発 生 し た 場 合 で も 、 延 焼 や 有 毒 ガ

ス の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き 、 長 期 間 に わ た っ て コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ を 保 護 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 に お け る 塗 布 材 Ａ は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 を 補 修 す る も の に 限 ら ず 、 樹

脂 ア ン カ ー に お け る 樹 脂 に 換 え て 用 い る こ と で 、 ア ン カ ー の 保 持 機 能 お よ び 高 い 耐 久 性 を

備 え る こ と が で き る 。

　 こ れ に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 に 設 け ら れ た 天 井 や 壁 面 の ア ン カ ー に よ る 保 持 機 能

を 長 期 に わ た っ て 保 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

以 下 、 追 記 内 容

　 次 に 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 塗 布 材 Ａ 、 Ｂ を 用 い た 塗 布 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 、 図 ３ (ａ )

～ (ｂ )を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 塗 布 方 法 は 、 新 規 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ ま た は 補 修 対 象 部 分

が 存 在 し な い コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ を 保 護 す る 保 護 構 造 ４ に 用 い ら れ る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 1工 程 (下 塗 り 工 程 (図 ３ (ａ ))： コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 １ ０ 被 覆 す る よ う に 、 モ

ル タ ル 状 に 調 整 さ れ た 塗 布 材 Ａ を 下 地 材 と し て 塗 布 し て 下 地 層 １ Ａ を 形 成 す る 。

　 塗 布 材 Ａ は 、 コ テ を 用 い て 薄 塗 り し 、 表 面 １ ０ の 細 か い 凹 凸 等 を 無 く し て 滑 ら か な 面 に

す る こ と で 、 プ ラ イ マ ー と し て 機 能 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 ２ 工 程 ： (上 塗 り 工 程 (図 ３ (ｂ ))： 下 地 層 １ Ａ が 乾 燥 し て 硬 化 す る 前 に 、 下 地 層 １ Ａ

の 表 面 に 着 色 さ れ た 塗 布 材 Ｂ を コ テ で も っ て 塗 布 す る 。

　 こ れ に よ っ て 、 着 色 さ れ た 表 面 層 １ Ｃ を 構 成 す る こ と が で き る 。

　 こ の 上 塗 り 工 程 で は 、 塗 布 材 Ｂ が 下 地 層 １ Ａ の 塗 布 材 Ａ と 混 合 さ れ な い よ う に 塗 布 し て

、 着 色 状 態 が 損 な わ れ な い よ う に す る 。

　 表 面 層 １ Ｃ の 塗 布 材 Ｂ は 、 そ の 塗 布 後 の 硬 化 時 に お い て 接 着 層 １ Ｂ の 塗 布 材 Ａ と 一 体 化

さ れ る 。

　 表 面 層 １ Ｃ は 、 無 機 顔 料 が 混 合 さ れ な い 塗 布 材 Ａ を 用 い て も よ く 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体

１ の 状 況 に 合 わ せ て 、 塗 布 材 Ａ を 用 い る か 、 塗 布 材 Ｂ を 用 い る か を 決 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の よ う な 塗 布 方 法 に よ っ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 １ ０ に

着 色 が 施 さ れ た 保 護 構 造 ４ を 構 築 す る こ と が で き る 。

　 着 色 さ れ た 表 面 層 １ Ｃ は 、 無 機 顔 料 を 用 い て い る の で 、 補 修 構 造 ３ に お け る 不 燃 性 を 損

ね る こ と は な く 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ の 表 面 １ ０ を 着 色 塗 料 を 用 い ず に 着 色 す る こ と が
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で き る 。

　 し た が っ て 、 コ ン ク リ ー ト 片 や 仕 上 げ 材 片 の 剥 落 を 防 止 し た 上 で 、 高 い 不 燃 性 お よ び 耐

久 性 を 有 し 、 可 燃 性 ガ ス が 生 じ ず 、 し か も 水 や 空 気 の 浸 透 が 防 止 さ れ た 保 護 構 造 ３ を 効 率

的 に 構 築 で き る 。

　 こ れ に よ っ て 、 ト ン ネ ル 内 で 自 動 車 事 故 に よ る 火 災 が 発 生 し た 場 合 で も 、 延 焼 や 有 毒 ガ

ス の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き 、 長 期 間 に わ た っ て コ ン ク リ ー ト 構 造 体 １ を 保 護 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 尚 、 本 発 明 は 、 例 示 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 す る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 項 に

記 載 さ れ た 内 容 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 の 構 成 に よ る 実 施 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 １ ： コ ン ク リ ー ト 構 造 体

　 ２ ： 網 状 体

　 ３ ： 補 修 構 造

　 ４ ： 保 護 構 造

　 Ａ ： 塗 布 材

　 Ｂ ： 塗 布 材

　 １ Ａ ： 下 地 層

　 １ Ｂ ： 接 着 層

　 １ Ｃ ： 表 面 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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